
1 

 

丈
人
力
の
ス
ス
メ 

～
未
踏
の
「
人
生
九
〇
年
」
を
踏
破
す
る
～ 

筆
名 

堀 

亜
起
良 

東
洋
哲
学
者 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

元
『
知
恵
蔵
』
編
集
長 

堀
内
正
範 

著 

 

そ
の
一 

｢

引
退
余
生｣

で
い
い
か
「
現
役
長
生｣

が
い
い
か 

一 

「
人
生
六
五
年
」
か
ら
「
人
生
九
〇
年
」
へ 

 

二 

「
丈
人
力
」
を
活
か
す
成
熟
・
円
熟
期 

 
 

三 

長
寿
を
愛
し
む
三
つ
の
流
儀 

 
 

 

よ
り 

 

三 

長
寿
を
愛
し
む
三
つ
の
流
儀 

 

「
長
寿
時
代
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル 

＊ 

「
加
齢
」
の
観
点
か
ら
高
齢
期
に
配
慮 

 

こ
れ
ま
で
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
と
、
ふ
つ
う
に
は
、 

「
乳
幼
児
期
」 
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「
少
年
（
学
童
）
期
」 

「
青
年
期
」 

「
成
年
期
」 

「
老
年
期
」 

と
い
う
五
つ
の
階
層
に
わ
け
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。 

こ
の
発
達
心
理
学
か
ら
生
ま
れ
た
「
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
自
分
の
経
験
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
子
ど
も

の
成
育
の
姿
や
父
母
の
生
き
方
を
通
じ
て
、
だ
れ
も
が
納
得
で
き
る
分
け
方
と
し
て
認
め
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
史
上
新
た
な
「
高
齢
化
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
「
高
齢
者
」
「
高
齢
社
会
」
の
実
情
を
つ
ぶ
さ

に
考
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
上
の
「
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
う
ま
く
把
握
で
き
な
い
。 

な
ぜ
か
は
明
解
で
あ
る
。 

こ
の
Ｅ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
以
来
の
発
達
心
理
学
に
よ
る
分
類
は
、
五
つ
の
う
ち
三
つ
ま
で
が
二
〇
歳
代
ま
で
の

「
青
少
年
期
」
に
当
て
ら
れ
て
い
て
、
「
成
長
型
の
社
会
」
を
反
映
し
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
「
高
齢
社
会
」
つ
ま
り
「
成
熟
型
の
社
会
」
の
把
握
に
は
適
当
で
は
な
い
。 

ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
（
加
齢
学
、
訳
し
方
は
い
ろ
い
ろ
）
の
観
点
か
ら
高
年
齢
層
に
配
慮
し
た
別
途
の
「
長

寿
時
代
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
が
要
り
用
な
の
だ
。
そ
れ
が
「
人
生
九
〇
年
時
代
」
へ
の
意
識
変
革
を
も
た
ら

し
、
暮
ら
し
や
す
い
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
創
出
す
る
契
機
と
な
る
。 

本
稿
が
こ
こ
で
提
案
す
る
新
た
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、
「
青
少
年
期
」
「
中
年
期
」
を
す
ご
し
お
え
て
「
高
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年
期
」
に
あ
る
人
び
と
に
手
厚
く
、
納
得
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
こ
で
は
学
問
的
に
う
ん
ぬ
ん
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
い
ま
こ
の
国
で
高
齢
期
を
す
ご
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
生
活
の
実
感
と
し
て
納
得
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
。
単
な
る
「
老
年
期
」
で
は
な
く
、
三
つ
の
現
役
期
の

ひ
と
つ
と
し
て
の
「
高
年
期
」
に
配
慮
し
た
位
置
づ
け
が
、
高
齢
期
人
生
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
。 

こ
れ
が
「
人
生
九
〇
年
」
時
代
を
豊
か
に
す
ご
す
た
め
の
第
一
の
流
儀
で
あ
る
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 

「
青
少
年
期
」 
〇
歳
～
二
四
歳 

自
己
形
成
期 

バ
ト
ン
ゾ
ー
ン 

二
五
～
二
九
歳 

選
択
期 

「
中
年
期
」 

 

三
〇
～
五
四
歳 

労
働
参
加
・
社
会
参
加
期 

パ
ラ
レ
ル
ゾ
ー
ン 

五
五
～
五
九
歳 

高
年
準
備
期
・
自
立
期 

「
高
年
期
」 

 

六
〇
～
八
四
歳 
地
域
参
加
・
自
己
実
現
期 

 
 

高
年
前
期 
 

六
〇
～
七
四
歳 

高
年
後
期 

 

七
五
～
八
四
歳 

「
長
年
期
」 

 

八
五
歳
～ 

 
 

ケ
ア
・
尊
厳
期 

 

自
立
・
参
加
・
ケ
ア
・
自
己
実
現
・
尊
厳
の
五
つ
は
国
連
が
提
唱
す
る
「
高
齢
者
五
原
則
」
で
、
国
際
的

指
針
に
な
っ
て
い
る
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 
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こ
の
あ
た
り
が
、
高
齢
者
が
納
得
で
き
る
「
長
寿
時
代
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

「
バ
ト
ン
ゾ
ー
ン
」（
二
五
～
二
九
歳
）
と
い
う
の
は
、
個
人
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
生
じ
る
幅
で
あ

り
、
青
少
年
期
に
い
れ
る
か
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
と
し
て
す
ご
す
か
は
個
人
が
選
択
す
れ
ば
い
い
。 

「
パ
ラ
レ
ル
ゾ
ー
ン
」（
五
五
～
五
九
歳
）
と
い
う
の
は
、「
パ
ラ
レ
ル
・
ラ
イ
フ
」（
ふ
た
つ
の
人
生
）
期
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
自
己
目
標
の
発
見
の
た
め
の
「
高
年
準
備
期
」
で
あ
る
。 

 高
齢
期
を
成
熟
期
・
円
熟
期
・
達
成
期
に
三
分 

＊ 

「
高
年
後
期
」
か
ら
変
化
に
要
注
意 

 

こ
こ
で
「
長
寿
時
代
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
ご
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
。 

 

わ
が
国
の
実
情
を
よ
く
観
察
し
た
上
で
本
稿
が
採
用
し
た
「
長
寿
時
代
」
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、「
青
少
年

＝
成
長
期
」
「
中
年
＝
成
長
・
成
熟
期
」
「
高
年
＝
成
熟
・
円
熟
期
」
と
い
う
三
つ
の
二
五
年
期
を
中
心
に
据
え

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
前
記
の
成
長
型
の
そ
れ
と
は
逆
に
高
齢
期
を
三
つ
の
時
期
に
わ
け
て
い
る
。
高
年
前
期(

六

〇
～
七
四
歳
、
成
熟
期)

、
高
年
後
期
（
七
五
～
八
四
歳
、
円
熟
期
）
、
そ
し
て
長
年
期
（
八
五
歳
以
上
、
達
成

期
）
が
そ
れ
で
あ
る
。 

「
定
年
後
は
余
生
」
な
ど
と
考
え
る
旧
時
代
の
「
老
成
」
タ
イ
プ
の
「
支
え
ら
れ
る
高
齢
者
」
意
識
が
わ
が
国

の
「
高
齢
社
会
」
形
成
に
自
然
渋
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
高
年
期
」
で
の
地
域
参
加
・
自
己
実
現
の
二
五
年
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を
ど
う
体
現
し
て
暮
ら
す
か
の

工
夫
が
人
生
の
差
を
つ
く
る
こ

と
に
な
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。 

み
な
さ
ん
は
ご
自
分
が
想
定

す
る
高
齢
期
の
人
生
を
「
成
熟

期
」
「
円
熟
期
」
「
達
成
期
」
に

三
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
有
効

に
す
ご
す
こ
と
を
考
え
て
み
て

ほ
し
い
。
い
ま
自
分
が
人
生
の

ど
ん
な
時
期
に
あ
る
の
か
に
実

感
が
持
て
れ
ば
い
い
。
個
人
的

に
案
分
し
て
、
挿
入
し
た
「
年

齢
別
人
口
表
」
も
参
考
に
し
て
、

ご
自
分
な
り
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
つ
く
る
こ
と
。 

先
ご
ろ
七
五
歳
以
上
の
「
後

期
高
齢
者
」
の
医
療
費
支
払
い
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が
話
題
に
な
っ
た
。
七
五
歳
で
階
層
を
刻
む
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
た
が
、
七
五
歳
で
截
然
と
変
わ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
「
フ
レ
イ
ル
期
」
（
筋
肉
が
衰
え
活
力
に
自
在
性
が
失
わ
れ
る
段
階
）
を
迎
え
て
、
か
ら
だ
の
機
能

の
ど
こ
か
で
「
有
訴
」（
症
状
が
元
に
も
ど
ら
な
い
）
が
は
じ
ま
る
時
期
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
病
が
ま
と
わ
り
つ
く
時
期
な
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
の
「
長
寿
時
代
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
の
特
徴
は
、
八
五
歳
～
と
い
う
「
長
年
期
」
を
設
け
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
「
高
年
期
（
前
期
・
後
期
）
」
（
六
〇
～
八
四
歳
）
の
二
五
年
の
あ
と
の
「
長
年
期
」
が
、
八
五
歳
～

と
い
う
刻
み
に
つ
い
て
、
女
性
の
側
か
ら
異
議
を
と
な
え
る
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
こ
で
男
女
に
六
歳
の
「
平
均
寿
命
」
の
差
が
あ
る
実
情
に
あ
わ
せ
て
、
男
性
の
「
長
年
期
・
達
成
期
」
は

八
五
歳
～
と
し
、
女
性
は
「
後
期
高
齢
期
・
円
熟
期
」
を
七
五
～
八
九
歳
と
し
、
「
長
年
期
・
達
成
期
」
を
九
〇

歳
～
、
と
分
け
た
ほ
う
が
納
得
し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。 

「
余
生
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
な
ら
、
年
齢
別
人
口
表
で
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
八
五
歳
か
ら

な
ら
納
得
が
い
く
。
「
定
年
余
生
」
六
五
歳
～
が
い
か
に
他
愛
な
い
意
識
で
あ
る
か
が
知
ら
れ
る
。 

 

「
賀
寿
期
五
歳
層
」
の
八
ス
テ
ー
ジ 

＊
同
年
配
の
仲
間
と
「
賀
寿
期
」
を
す
ご
す 

 

い
ま
も
「
何
何
先
生
の
喜
寿
の
会
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
の
米
寿
の
会
」
な
ど
と
し
て
祝
わ
れ
て
い
る
が
、
先
人
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は
見
定
め
え
な
い
人
生
の
前
方
に
次
々
に
賀
寿
を
設
け
て
、
個
人
的
長
寿
の
プ
ロ
セ
ス
を
祝
福
し
て
き
た
。 

今
日
の
よ
う
な
長
寿
時
代
に
な
っ
て
、
多
く
の
同
年
配
の
仲
間
と
と
も
に
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
「
百

寿
期
」
を
め
ざ
す
の
も
い
い
で
は
な
い
か
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 

還
暦
期
（
六
〇
歳
～
六
九
歳
） 

昭
和
三
〇
年
～
昭
和
二
一
年 

古
希
期
（
七
〇
歳
～
七
四
歳
） 

昭
和
二
〇
年
～
昭
和
一
六
年 

喜
寿
期
（
七
五
歳
～
七
九
歳
） 

昭
和
一
五
年
～
昭
和
一
一
年 

傘
寿
期
（
八
〇
歳
～
八
四
歳
） 

昭
和
一
〇
年
～
昭
和
六
年 

米
寿
期
（
八
五
歳
～
八
九
歳
） 

昭
和
五
年
～
昭
和
元
年 

卆
寿
期
（
九
〇
歳
～
九
四
歳
） 
大
正
一
四
年
～
大
正
一
〇
年 

白
寿
期
（
九
五
歳
～
九
九
歳
） 

大
正
九
年
～
大
正
五
年 

百
寿
期
（
一
〇
〇
歳
以
上
） 

 

大
正
四
年
以
前 

＊
＊
＊
＊
＊ 

 

た
だ
漠
然
と
し
て
不
安
な
「
余
生
」
を
す
ご
す
の
と
、
こ
の
「
賀
寿
期
五
歳
層
」
の
八
ス
テ
ー
ジ
を
基
準
に

し
て
「
長
寿
時
代
」
を
す
ご
す
の
と
で
は
、
人
生
に
雲
泥
の
差
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
が
「
人
生
九
〇
年
」
時
代
を
豊
か
に
す
ご
す
た
め
の
第
二
の
流
儀
で
あ
る
。 

聖
路
加
病
院
名
誉
院
長
の
日
野
原
重
明
博
士
が
二
〇
一
一
年
一
〇
月
四
日
に
百
寿
に
達
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
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そ
の
翌
年
に
現
役
映
画
監
督
の
新
藤
兼
人
さ
ん
が
到
達
し
た
。
新
藤
さ
ん
は
到
達
し
て
す
ぐ
亡
く
な
っ
た
が
、

百
寿
到
達
は
前
向
き
な
人
生
の
目
標
と
し
て
実
感
を
も
た
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。 

還
暦
の
六
〇
（
六
五
）
歳
か
ら
一
〇
〇
歳
ま
で
の
間
を
「
五
歳
層
八
段
階
」
に
分
け
て
、
そ
の
年
齢
層
一
つ

ひ
と
つ
を
仲
間
と
と
も
に
す
ご
す
。 

「
還
暦
期
」
か
ら
「
百
寿
期
」
ま
で
八
層
の
一
つ
ひ
と
つ
を
迎
え
て
す
ご
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が

ら
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
途
中
で
、「
ち
ょ
っ
と
、
お
先
に
」
と
い
っ
て
途
中
下
車
を
す
る
仲
間
を
見
送
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
が
。
そ
ん
な
友
人
の
願
い
を
引
き
連
れ
て
、
ど
こ
ま
で
も
長
寿
を
全
う
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

こ
の
国
の
新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
る
。 

二
〇
一
五
年
は
次
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
賀
寿
期
」
に
到
達
す
る
。 

何
人
か
に
す
ぎ
な
い
が
、
お
仲
間
の
代
表
と
し
て
こ
こ
に
ご
紹
介
で
き
る
の
は
楽
し
い
。
勝
手
に
選
ん
だ
も

の
だ
が
お
許
し
ね
が
い
た
い
。 

「
卆
寿
期
」
（
卆
寿
は
九
〇
歳
）
に
は
清
水
司
、
豊
田
章
一
郎
、
江
崎
玲
於
奈
、
小
尾
信
弥
、
梅
原
猛
、
永
井
路

子
、
桂
米
丸
、
富
永
一
朗
、
橋
田
壽
賀
子
、
大
田
昌
秀
、
杉
本
苑
子
、
大
関
早
苗
、
色
川
大
吉
、
篠
原
一
、
杉

下
茂
、
岡
田
卓
也
、
野
中
広
務
さ
ん
ら
。 

「
傘
寿
期
」
（
傘
寿
は
八
〇
歳
）
に
は
倉
本
聡
、
柴
田
翔
、
大
江
健
三
郎
、
李
恢
成
、
松
岡
享
子
、
畑
正
憲
、
美

輪
明
宏
、
高
橋
幸
治
、
野
村
克
也
、
堺
屋
太
一
、
根
岸
英
一
、
富
岡
多
恵
子
、
吉
行
和
子
、
羽
田
孜
、
小
沢
征

爾
、
宝
井
馬
琴
、
蜷
川
幸
雄
さ
ん
ら
。 



9 

 

「
古
希
期
」
（
古
希
は
七
〇
歳
）
に
は
松
原
智
恵
子
、
佐
良
直
美
、
東
郷
和
彦
、

落
合
恵
子
、
佐
高
信
、
川
端

達
夫
、
宮
城
谷
昌
光
、
谷
垣
禎
一
、
吉
永
小
百
合
、
栗
原
小
巻
、
宮
本
信
子
、
小
此
木
政
夫
、
増
田
実
、

鹿
内
春
雄
、
茂
山
千
五
郎
、
池
澤
夏
樹
、
タ
モ
リ
、
田
中
直
毅
、
永
井
豪
、
福
岡
政
行
、
水
前
寺
清
子
、
樋
口

久
子
、
直
嶋
正
行
、

櫻
井
よ
し
子
、
岡
本
行
夫
、
中
曽
根
弘
文
、
富
司
純
子
さ
ん
ら
。 

ご
覧
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
歳
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
病
が
あ
っ
て
も
「
現
役
長
生
」
の
日
々
を

す
ご
し
て
お
ら
れ
る
。
七
〇
歳
の
「
古
希
」
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
老
成
す
る
こ
と
は
な
い
。
や
っ
と
「
第

二
賀
寿
期
」
に
達
し
た
と
こ
ろ
。
ま
だ
ま
だ
未
踏
の
沃
野
が
あ
る
。 

お
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
人
生
の
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
む
日
々
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 「
体
・
志
・
行
」
三
元
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
す
べ
て 

＊
長
寿
の
も
と
は
家
庭
内
「
雑
事
」
に
あ
る 

 

家
人
が
だ
れ
も
い
な
い
時
に
で
も
、
そ
っ
と
三
面
鏡
を
開
い
て
裸
形
の
自
分
を
映
し
て
み
よ
う
。 

ま
ぎ
れ
よ
う
も
な
い
自
分
の
「
か
ら
だ
」
が
眼
の
前
に
あ
る
。
上
半
身
・
下
半
身
と
な
が
め
て
、「
ま
あ
、
い

い
か
」
と
納
得
す
る
の
が
「
こ
こ
ろ
」
の
動
き
で
あ
る
。
そ
し
て
男
性
な
ら
腹
部
に
、
女
性
な
ら
胸
部
に
手
を

や
る
の
が
自
然
な
「
ふ
る
ま
い
」
で
あ
る
。 

こ
の
「
か
ら
だ
＝
体
」
と
「
こ
こ
ろ
・
こ
こ
ろ
ざ
し
＝
心
・
志
」
と
「
ふ
る
ま
い
＝
行
」
と
い
う
三
つ
が
人
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間
（
人
生
）
と
し
て
の
同
時
存
在
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
以
外
に
存
在
は
な
い
と
い
う
の
が
、
東
洋
の
哲
学
が
教

え
る
人
間
（
人
生
）
観
な
の
で
あ
る
。 

や
や
哲
学
ふ
う
に
い
え
ば
「
体
・
志
・
行
三
元
論
」
。
こ
こ
は
そ
の
場
で
は
な
い
の
で
そ
っ
と
記
し
て
お
く
が
、

西
欧
の
「
物
・
心
」
に
わ
け
、
そ
の
発
展
と
し
て
人
間
を
理
解
す
る
二
元
論
で
は
な
い
。
西
欧
の
存
在
論
・
認

識
論
に
よ
る
世
界
観
・
文
明
観
（
一
神
教
）
の
行
き
着
く
将
来
は
あ
や
う
い
。
人
間
・
人
類
認
識
の
基
本
は
「
体
・

志
・
行
三
元
論
」
に
よ
る
生
命
体
存
在
の
理
解
に
あ
る
。 

生
命
の
三
つ
の
存
在
の
意
味
合
い
が
素
直
に
納
得
で
き
る
の
は
、
や
は
り
人
と
し
て
半
世
紀
を
生
き
て
き
て
、

生
体
と
し
て
の
「
か
ら
だ
（
体
）
」
の
ど
こ
か
に
故
障
・
症
状
（
す
す
む
と
有
訴
・
疾
病
へ
）
を
生
じ
た
り
、
物

忘
れ
が
重
な
っ
て
「
こ
こ
ろ
・
こ
こ
ろ
ざ
し
（
心
・
志
）
」
（
す
す
む
と
認
知
症
へ
）
に
違
和
感
が
生
じ
た
り
、

「
ふ
る
ま
い
（
行
）
」
が
不
自
由
（
す
す
む
と
介
護
へ
）
に
な
っ
た
り
、
と
い
っ
た
自
覚
が
現
れ
る
時
期
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
。 

ど
れ
か
に
気
づ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
体
・
志
・
行
」
の
三
つ
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
心
が
け
る
。
ま
ず
は
「
健

康
（
か
ら
だ
）
」
に
留
意
し
、
「
知
識
や
夢
（
こ
こ
ろ
・
こ
こ
ろ
ざ
し
）
」
を
た
い
せ
つ
に
し
、
「
技
能
（
ふ
る
ま

い
）
」
は
さ
び
つ
か
な
い
よ
う
に
し
て
暮
ら
す
こ
と
。
こ
の
三
つ
を
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
健
康
寿
命
」
（
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
送
れ
る
期
間
）
は
延
び
、
高
齢
期

の
実
人
生
は
先
を
見
通
せ
る
も
の
に
な
る
。 

こ
れ
が
「
人
生
九
〇
年
」
時
代
を
豊
か
に
す
ご
す
た
め
の
第
三
の
流
儀
で
あ
る
。 
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「
青
少
年
期
＝
成
長
期
」
「
中
年
期
＝
成
長
・
成
熟
期
」
の
六
〇
年
間
に
積
み
あ
げ
て
き
た
健
康
や

知
識
や
技
術
や
有
形
・
無
形
の
資
産
に
は
個
人
に
差
が
あ
り
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
活
か
し
な
が
ら
個
性
的
な
「
高
年
期
＝
成
熟
・
円
熟
期
」
を
す
ご
し
て
い
る
人
が
、
こ
こ
で

の
敬
愛
す
べ
き
「
丈
人
」
の
み
な
さ
ん
で
あ
る
。 

ス
ポ
ー
ツ
界
で
「
心
・
技
・
体
」
の
順
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
心
の

構
え
が
技
・
体
の
差
を
理
解
し
克
服
す
る
か
ら
。
高
齢
期
が
「
体
・
志
・
行
」
の
順
な
の
は
、
体

が
志
・
行
を
左
右
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 

か
ら
だ
＝
体
＝
健
康 

 

食
べ
る
・
休
息
・
健
康
体
操
・
全
身
運
動
・
有
訴
・
・
・
疾
病 

 

こ
こ
ろ
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
＝
心
・
志
＝
知
識 

 

し
ゃ
べ
る
・
考
え
る
・
情
報
・
文
化
・
歴
史
・
・
・
認
知
症 

 

ふ
る
ま
い
＝
行
＝
技
術 

 

歩
く
・
自
分
で
す
る
行
為
・
雑
事
・
芸
能
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
・
・
介
護 

 

＊
＊
＊
＊
＊ 

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
こ
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
秘
策
に
な
る
。 

と
く
に
長
い
間
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
従
事
し
て
き
た
知
性
派
の
男
性
は
、
思
い
の
ほ
か
三
つ
の
要
素
の
バ
ラ
ン
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ス
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
思
い
当
た
る
人
は
症
状
が
出
な
い
う
ち
か
ら
足
腰
を
鍛
え
る

こ
と
、
三
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
心
地
良
い
ほ
ど
の
負
荷
を
か
け
て
、「
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
＝
若
づ
く
り
」
に
努
め

る
。
雑
事
は
い
と
わ
ず
に
、
探
し
て
で
も
担
う
の
が
何
よ
り
三
つ
の
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
に
効
果
が
あ
る
。 

男
性
も
女
性
に
負
け
ず
に
「
ア
ン
チ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
＝
若
づ
く
り
」
に
は
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
。 

健
康
を
保
持
し
、
体
力
を
維
持
し
、
心
お
ど
る
夢
・
知
識
を
堅
持
す
る
。 

デ
ス
ク
は
り
つ
き
は
無
用
。
外
出
し
て
活
動
力
を
鍛
え
る
こ
と
。 

家
事
は
も
ち
ろ
ん
炊
事
も
よ
し
、
奥
さ
ま
に
任
せ
ず
に
、
上
手
に
共
有
し
て
雑
事
を
こ
な
す
こ
と
。
将
来
想

定
さ
れ
る
奥
さ
ま
へ
の
介
護
負
担
を
少
な
く
で
き
る
。 

現
役
時
代
に
身
に
つ
け
た
役
職
意
識
も
人
使
い
も
こ
と
ば
遣
い
も
ま
っ
た
く
無
用
。 

で
き
れ
ば
「
厨
在
丈
人
」
と
し
て
厨
房
に
立
ち
、
旬
菜
料
理
（
薬
膳
）
を
食
卓
に
差
し
挟
む
よ
う
に
な
れ
ば
、

奥
さ
ま
と
の
「
平
均
寿
命
」
六
歳
の
差
は
ず
っ
と
縮
ま
る
こ
と
に
な
る
。 

      


